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るγことができる｡このようにして測定 した赤血球の配向度を磁場強度の関数 として表わ し
たものが図 1である｡この とき用いた赤血球は deoxy-hemoglobin (paramagnetic)を含む
赤血球及び oxy-hemoglobin (diaJmgnetic)を含む赤血球の2種を試料 とし､hemoglobin
への依存性があるか否か も測定 した｡-結果は図に見 られるように両赤血球とも同じ磁場依
存性を示 し､ he巾Oglobinの paraJlagneticpな成分は影響 しないことが分かった｡図 1で
実線は反磁性物質の磁場配向の理論曲線であ り､この理論 と実験曲線の比較から赤血球の
帯磁率の異方性は△ x - 0.8Ⅹ10~21 emu/cellと得 られる｡またこの diamagnetic な
△ xの原因としては赤血球膜を形成する脂質 と蛋白質が挙げられる｡しかしながら蛋白質



































､血小板 とも 1- 2Tでも十分に配向する
ことが分かった｡
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